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高齢化社会の医療費 ジュネーブの国連欧州本部前広場に立つ

対人地雷犠牲者の象徴「壊れた椅子」
http://www.rk-ms.org/kurasi/essay/essay02/05.html



更年期

• 更年期：月経機能の衰退移行期
• 女性ホルモン（エストロゲン）低下
• エストロゲン欠乏

– 生殖器官の衰退
– 骨盤の筋の緊張低下（緊張性失禁）
– 膣分泌不足、低酸性度

• 性交中のかゆみ、痛み、感染

• 少量のエストロゲン経口投与などで回復可能



循環器における変化

• 更年期の古典的症候（のぼせ、寝汗）
• 原因：視床下部（下垂体）の黄体形成ホルモンの異
常放出

– 視床下部の温度調節中枢の障害
• 夜間ののぼせ：高齢女性の不眠症（女性の約８５％）
• 外因性のエストロゲンで劇的に症状軽減
• 高投与量のエストロゲン代償療法

– 血栓塞栓、脳血管発作（脳卒中）、心臓疾患の危
険性増加

• 低投与量のエストロゲン代償療法　危険性　？



骨格系における変化

• 卵巣不全による主要症状
–のぼせ、生殖器の萎縮、骨粗しょう症

• ６０歳以上の約２５％：脊髄圧迫骨折
• 股関節部骨折の危険性：９０歳までに
９０％





女性の骨の一生

清野､１９９６









（大友英一、1987年）

脳動脈硬化と痴呆症

（大友英一, 1987）







出所：http://www.aichi-med-u.ac.jp/site/hospital/inspect/faq_xlay4/

骨に栄養を供給する血管網



カルシウム 運動ビタミンD

骨作りの3条件







Type II Type I



運動は脳性神経栄養因子を増加させる

.

神経可塑性　　
　
•シナプス伝達亢進

•長期記憶（ＬＴＰ）増強

•学習能改善

•シナプス蛋白合成促進

神経保護作用
　　　
•虚血損傷抑制

•神経軸策損傷抑制

神経栄養伝達
　　　
•神経細胞生存促進

•神経細胞分化促進

•神経細胞分岐促進

Cotman and Berchtold,Trends Neurosci., 25:295-301, 2002
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Cotman and Engesser-Cesar, Exerc. Sport Sci. Rev., 30:75-79, 2002.



運動は脳性神経栄養因子を増加させる

ＴＣ：抗うつ病薬（Tranylcypromine)

Cotman and Engesser-Cesar, Exerc. Sport Sci. Rev., 30:75-79, 2002.
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生活習慣病には運動薬が良く効く

薬
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